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 細孔径 2.5 nmのナノ多孔質ガラス(Gelsil)中 4Heでは、絶対零度において、

圧力をパラメータとした超流動-非超流動-固体という量子相転移が起きてい

る（図 1）[1]。古典的な相転移は熱的揺らぎによって駆動されるが、量子相

転移は、熱揺らぎが消失する絶対零度で起きる量子揺らぎによる相転移であ

る。量子相転移が生じる量子臨界点近傍では現象を特徴づける時間スケール

が発散し、測定物理量は周波数に強く依存することが期待される[2]。 

 本研究では、量子相転移観測に使われたねじれ振り子法の周波数(kHz)より

4 桁以上高い周波数(10-110MHz)の超音波測定によって、ナノ多孔質ガラス中

での超流動転移を観測する。異なる周波数の結果を比較することで、測定の

タイムスケールの違いが量子臨界点近傍で超流動現象に与える影響を調べる。 

 これまでの測定で、測定周波数が高いほど超流動転移温度が高温になるこ

と、また加圧によりその周波数依存性が顕著になることが分かった(図 2)。現

在、より高精度での音速測定を試みており、詳細は研究会で報告する。 
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図 2 超流動転移温度の 

周波数依存性 

 

 

図 1 ナノ多孔質ガラス中 4
Heの 

圧力温度相図 


